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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

 

（１）観点ごとの分析 

 

観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，及

び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等が，明確に定められて

いるか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校では創設時に学校の使命を定め，学則に掲げている（資料１－１－①－１）。本校は，京葉工

業地帯の一角を占め，日本有数の工業県である千葉県の木更津市に，最新技術の根本の原理を修得し，

実社会において即戦力として活躍する技術者の育成をめざし，1967年に創設された。創設から現在

に至るまで，製造業を始めとする産業界の発展に貢献しうる多くの人材を輩出し，本校が社会におい

て担っている「ものづくり基盤の確立」という基本的な役割は，変わっていないと考えているため，

この使命は現在に至るまで貫かれている。 

更に，本校では 2001年４月に専攻科の使命を定め，学則に掲げている（資料１－１－①－１）。

近年の技術の発展における質的変化を概観するとき，科学技術の高度化や独創的発想が求められるこ

とに加えて，専門領域の境界が特定しにくくなってきているなど，社会的背景が著しく変化してきて

いる。高専5年間の教育体系を基盤として，より高度な専門の科学技術及び境界領域の知識の修得・

人間形成の教育を行う教育機関として発展させる必要があり，専攻科（３専攻：機械・電子システム

工学専攻，制御・情報システム工学専攻，環境建設工学専攻）を設置している。設立時から現在に至

るまで，地域密着型の開かれた専攻科として発展してきており，学則に掲げられている使命が土台に

なっている。 

また 1967年 12月，開校以来検討されてきた教育方針が明文化され（資料１－１－①－２），現

在に至るまで本校における建学の精神として，学生及び教職員に広く浸透している。 

 学校としての達成しようとしている基本的な成果は，前述の教育方針（資料１－１－①－２）から

伝統的に培われてきた実学教育を，より具体的に学習・教育目標という形で明文化している。準学士

課程における学習・教育目標（資料１－１－①－３）は，2006年 2月に本校の伝統，建学の精神を

考慮し発展的に定められ，専攻科課程における学習・教育目標（資料１－１－①－４）は，2004年2

月に定められ，現在に至っている。 

 更に，本校では，前述の学習・教育目標を達成するために，準学士課程において，各学科・学系の

教育目的を，それぞれの学科・学系の特性に応じて定めている（資料１－１－①－５）。これらの教

育目的は，科学技術の発展及び社会構造の変化に対応したカリキュラム改訂に伴い変遷し，現在に至

っている。また，専攻科課程においても，各専攻の特性に応じた教育目的を，2001年４月に定め現

在に至っている（資料１－１－①－６）。 
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資料１－１－①－１ 

本 校 の 使 命 

 

第1章 本校の目的 

(目的) 

第1条 木更津工業高等専門学校（以下「本校」という。）は、教育基本法（昭和22年法律第

25号）の精神にのっとり、学校教育法（昭和22年法律第 26号）に基づいて、深く専門の学

芸を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

（中略） 

  第7章 専攻科 

(目的) 

第37条 専攻科は、高等専門学校の基礎の上に、更に高度な専門的知識と技術を教授し、創造

性豊かな技術能力を育成することを目的とする。 

（出典 木更津工業高等専門学校学則） 

資料１－１－①－２ 

教 育 方 針 

 

（１） 人間形成 

いかにすぐれた知識･技能があっても、人間性に欠けるところがあれば、これを正しく

発揮することはできない。何にもまして人間形成は重要である。すぐれた人間としては、

幅広い教養を基本として、自らを考え、自主的に決断する判断力、自ら工夫し新しいもの

を造り出す創造力、自ら良しとしたことをいかなる障害にも屈せず行う実行力の三つの能

力を備えなければならない。 

本校は、これらの能力を養い発揮させることに努める。 

（２） 専門の科学技術の修得 

21世紀を迎えた現在、科学技術の発展は想像を絶するものがある。本校の学生は将

来、指導的立場に立つ技術者として、この発展に対応し、さらにこの発展に寄与していか

なければならない。 

そのためには、最新の科学技術の成果を知るばかりでなく、これらの科学技術の基礎と

なる理論、原理を十分に理解しなければならない。 

本校は、機械、電気電子、電子制御、情報、環境都市のそれぞれの科学技術について、

最新の成果とその根本の原理を修得させるとともに、これらの境界領域にも自らすすんで

活躍しうる技術者の養成に努める。 

（３） 心身の鍛練 

社会に貢献するためには、健康な身体と精神が必要である。 

本校は、学友会の部活動を奨励し、身体の鍛錬、豊かな情操の育成に努める。 

 

（出典 学生便覧） 
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資料１－１－①－３ 

準学士課程の学習・教育目標 

 

準学士課程では、教養ある社会人としての技術者の育成として，自主自立の精神と国際的視

野を持ち， 

１) 基礎学力と工学に関する基礎的な知識 

２) 行動と実践に基づく柔軟な発想力と創造力 

３) 倫理的・美的価値への感受性 

を備え，他者と共同して社会に貢献できる問題発見・解決型の技術者をめざして，以下の４点の側面

から学習・教育目標を設定しています。 

 

１．人間形成  

健康な身体と精神を培い、社会に貢献するすぐれた人間として、幅広い教養をもとに、技術

者としての責任を自覚し、その使命を実行しうる技術者。 

(1) 豊かな人間性と健康な心身を培う。 

(2) 深く社会について理解し、広い視野が持てるよう、豊かな教養を身につける。 

(3) 技術が自然や社会に及ぼす影響・効果を理解し、技術者としての責任を自覚する。 

 

２．科学技術の修得 

自らの専門とする科学技術についてその基礎となる理論及び原理を十分に理解し、積極的に

活用しようとする技術者。 

(1) 数学および自然科学の基礎知識とそれらを用いた論理的思考能力を身につける。 

(2) 専攻する学科の専門分野の知識と能力を身につける。 

(3) 実験・実習を通して、ものづくりに必要な力を身につける。 

 

３．コミュニケーション能力 

高度情報化社会に対応し、自らの考えを状況に応じて的確に表現しうる技術者。 

(1) 日本語の記述能力を身につける。 

(2) 英語によるコミュニケーション基礎能力を身につける。 

(3) 情報技術を使いこなし、発表・討論ができる能力を身につける。 

  

４．創造力 

自ら工夫して新しいものを造り出す問題発見・解決型の技術者。 

(1) 一般特別研究や卒業研究などを通して，修得した知識や技術をもとに創造性を発揮し、

問題を発見し、解決する能力を身につける。 

 

（出典 学生便覧） 
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資料１－１－①－４ 

専攻科課程の学習・教育目標 

 

専攻科課程では、自らがよって立つ所の深い専門性に加え、学際的領域に関する素養と国際

化に対応できる能力を身につけた、質の高い実践的技術者の育成として自主自立の精神と国際

的視野を持ち， 

１) 複合領域の知識を結び付ける研究・開発能力 

２) 国際化や高度情報化に柔軟に対応できる基礎能力 

３) 技術者としての社会的責任と倫理の自覚 

を備え，他者と共同して社会に貢献できる開発研究型の技術者をめざして，以下の４点の側面

から学習・教育目標を設定しています。 

 

１．人間形成 

健康な身体と精神を培い、社会に貢献するすぐれた人間として、幅広い教養をもとに、技術

者としての責任を自覚し、その使命を実行しうる技術者。 

(1) 豊かな人間性と健康な心身を培う。 

(2) 技術が自然や社会に及ぼす影響・効果を理解し、技術者としての責任を自覚する。 

 

２．科学技術の修得と応用 

自らの専門とする科学技術についてその基礎となる理論および原理を十分に理解し、境界領

域にもすすんで活躍しうる技術者。 

(1) 数学および自然科学の基礎知識とそれらを用いた論理的思考能力を身につける。 

(2) 最も得意とする専門分野の知識と能力を身につける。 

(3) 異なる技術分野を理解し、得意とする専門分野の知識と複合する能力を身につける。 

(4) 実験・実習を通して実践的技術を身につける。 

 

３．コミュニケーション能力 

国際化および高度情報化社会に柔軟に対応し、自らの考えを状況に応じて的確に表現しうる

技術者。 

(1) 日本語の記述能力を身につける。 

(2) 情報技術を使いこなし、日本語による発表・討論ができる能力を身につける。 

(3) 国際的に通用するコミュニケーション基礎能力を身につける。 

 

４．創造力 

自ら工夫して新しいものを造り出す研究開発型の技術者。 

(1) 特別研究などを通して、修得した知識をもとに創造性を発揮し、自発的に問題を解決す

る能力を身につける。 

 

（出典 学生便覧） 
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資料１－１－①－５ 

各学科・学系の教育目的 

 

 本校の準学士課程では，5年間の一貫教育を通して深く専門の学芸を教授し，職業に必要な

能力を育成することを目的として，機械工学科・電気電子工学科・電子制御工学科・情報工学

科・環境都市工学科の 5つの学科が設置されています。また，各学科共通の一般科目は，国

語，社会，保健・体育，外国語等を教授する人文学系と数学，物理，化学等を教授する基礎学

系に分かれています。以下に各学科および学系の教育目的を示します。 

 

機械工学科： 材料・材料力学分野，熱流体分野，生産システム分野，計測制御分野等の基礎

科目に加えて，実験･実習，設計･製図，コンピュータに関する教育を行い，ものづくりに必要

な創造的設計手法を理解し，システム開発に対応できる技術者を育成する。 

電気電子工学科： 電子・情報通信・コンピュータ・材料・計測・制御・電気機器・エネルギ

ーなど，現代の高度化技術社会の基礎に係わる教育を行い、創造力が豊かで次世代の産業社会

を担うことができる技術者を育成する。 

電子制御工学科： 制御工学を中心として、電気工学、電子工学、機械工学、情報処理工学、

計算機工学などの広範囲な基礎科目に関する教育を行い、制御システムの開発に対応できる技

術者を育成する。 

情報工学科： 情報処理の基本技術である計算機ハードウェアとソフトウェア技術を中心に、

インタフェース技術・情報通信技術・制御技術などの関連分野の教育を行い、総合的な情報処

理システムの知識を備えた技術者を育成する。 

環境都市工学科： 構造力学、水理学、土質力学、情報処理等の基礎科目に加え，生態環境工

学、水環境学等の環境工学の教育を行い，自然環境の保全や安全で快適な都市の創成などの要

望に応えることのできる技術者を育成する。 

人文学系： 国語，社会，保健・体育，外国語等の教育を通じ，心身の鍛練と並行しつつ，日

本語および特に英語でのコミュニケーション能力を養成し，国際的視野を持たせ，倫理的・美

的価値への感受性を育むことにより，教養ある社会人としての基礎力の養成をめざす。 

基礎学系： 数学，物理学，化学等の自然科学系一般科目の基礎教育および専門基礎教育を通

じ，論理的思考能力と実験・観察の技術を身につけ，最新の科学技術の基礎となる理論と原理

が理解できるようになることをめざす。 

 

（出典 ウェブページhttp://www.kisarazu.ac.jp/gakko/jungakushi.html） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校では，創設時より，学校が社会において担う基本的な役割として，高等専門学校の使命を定

めている。また，社会的背景の著しい変化に対応して，専攻科を設置し，その使命を定めている。こ

れらの使命を具体化するための教育方針は，本校における建学の精神として，創設当時より明文化さ

れている。更に，この教育方針を土台にして，準学士課程及び専攻科課程の学習･教育目標が展開さ

れ，明文化されている。準学士課程と専攻科課程の学習･教育目標を比較すると，教育方針から派生

する共通的な目標を有している一方で，より高度な専門の科学技術及び境界領域の知識の修得及び応

用という項目において，明確な相違点がある（資料１－１－①－７）。加えて，準学士課程及び専攻

科課程の学習･教育目標を達成するために，準学士課程においては，各学科・学系の教育目的，専攻

科課程においては，各専攻の教育目的が具体的に定められている。 

以上のことから，本校は，高等専門学校として目的を明確に定めている。 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－１－①－６ 

各専攻の教育目的 

 

本校には，5年間の準学士課程の上級コースとして 2年間の専攻科があります。専攻科は，

準学士課程における 5年間一貫教育の基礎の上に，さらに高度な専門知識と技術を教授し，創

造性豊かな技術能力を育成することを目的とします。以下に各専攻の教育目的を示します。 

 

機械・電子システム工学専攻： 機械工学と電気電子のそれぞれの分野に高い技術力と，両方

の専門分野を融合した柔軟性のある研究・技術開発能力を兼ね備えた先端技術に対応できる実

践的専門技術者の育成を目指す。 

制御・情報システム工学専攻： 情報処理技術を基礎として，意思決定技術，ソフトウェア技

術，通信技術，制御技術やメカトロニクス技術に関わる教育を行い，創造的，実践的な制御シ

ステムに対応できる実践的専門技術者の育成を目指す。  

環境建設工学専攻： 社会的に深刻となっている環境や都市などの高度で広域化した問題に柔

軟に対応できる思考力と創造力を併せ持つ技術者を育成するとともに，これらの問題に対応し

た研究開発ができる実践的専門技術者の育成を目指す。 

 

（出典 ウェブページhttp://www.kisarazu.ac.jp/gakko/senkoka.html） 
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資料１－１－①－７（１／２） 

準学士課程および専攻科課程における学習・教育目標の相違点 

問題 

発見･解決型 
開 

発研究型 



木更津工業高等専門学校 基準１ 

- 11 - 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－１－①－７（２／２） 

（出典 JABEE認定・認証評価推進委員会認証評価部門議事録No.06/02/14-1N） 

柔軟に 
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観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校の使命（資料１－１－①－１）は，高等専門学校創設の趣旨である「中堅技術者の養成」とい

う目的及び学校教育法上の高等専門学校の目的を踏まえて策定されたものである。すなわち，学校教

育法第 70条の２に謳われている，「深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成する」とい

う目的が，本校の学則第１条に忠実に反映されている。また，本校の教育方針，準学士課程及び専攻

科課程の学習・教育目標，更には準学士課程における各学科・学系の教育目的及び専攻科課程におけ

る各専攻の教育目的は，高等専門学校一般に求められる目的を，明確に意識して策定されている。そ

の対応関係を示すと次のとおりである（資料１－１－②－１）。 
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資料１－１－②－１（１／３） 

本校の教育目的と学校教育法との対応関係 

(1) 

(1) 

(1) 

。 

(1) 

(2) 英語によるコミュニケーション基礎能力を

身につける。 

(3) 情報技術を使いこなし，発表・討論ができ

る能力を身につける。 



木更津工業高等専門学校 基準１ 

- 14 - 

資料１－１－②－１（２／３） 
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資料１－１－②－１（３／３） 

（出典 JABEE認定・認証評価推進委員会認証評価部門議事録No.06/04/03-5N-1B） 
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（分析結果とその根拠理由） 

本校の使命は，高等専門学校創設趣旨及び学校教育法の目的を踏まえて策定されている。また，

本校の教育方針は，学校教育法の高等専門学校の目的との対応を，明確に意識したうえで策定されて

いる。更に本教育方針を土台にして展開されている準学士課程及び専攻科課程の学習・教育目標，各

学科・学系及び各専攻の教育目的も，学校教育法の高等専門学校の目的を具現化したものとなってい

る。 

以上のことから，本校の目的は学校教育法の定めにはずれるものではない。 

 

 

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校の使命は，学校要覧（資料１－２－①－１），ウェブページ（資料１－２－①－２）に掲載

されている。また，学生便覧（資料１－２－①－３）にも学則に含まれる形で掲載されている。 

本校の教育方針は，学校要覧（資料１－２－①－４），ウェブページ（資料１－２－①－５）及

び学生便覧（資料１－１－①－２）に掲載されている。 

準学士課程の学習･教育目標は，学校要覧（資料１－２－①－６），学生便覧（資料１－１－①－

３）及びウェブページ（資料１－２－①－７）に掲載されている。また，準学士課程における各学科

・学系の教育目的は，学校要覧（資料１－２－①－８），学生便覧（資料１－２－①－９）及びウェ

ブページ（資料１－１－①－５）に掲載されている。ここで，学生便覧においては，表題を「各学科

の専門科目及び一般科目の達成項目」とし，学生が見て分かりやすいように表現している。 

専攻科課程の学習･教育目標は，学校要覧（資料１－２－①－10），学生便覧（資料１－１－①－

４）及びウェブページ（資料１－２－①－11）に掲載されている。また，専攻科課程における各専攻

の教育目的は，学校要覧（資料１－２－①－12），学生便覧（資料１－２－①－13）及びウェブペー

ジ（資料１－１－①－６）に掲載されている。準学士課程の場合と同様，学生便覧においては，表題

を「各専攻の専門科目の達成項目」とし，学生が見て分かりやすいように表現している。 

学校要覧，学生便覧については，それぞれ教職員や学生に配付し，周知が図られている（資料１

－２－①－14）。 

本校の使命，教育方針，各課程の学習･教育目標，準学士課程における各学科・学系の教育目的，

専攻科課程における各専攻の教育目的は，年度初めの教員会議及び技術教育支援センター会議におい

て資料を配付し（資料１－２－①－15，資料１－２－①－16），周知徹底を図っている。 

また，教員採用時の初任者研修では，本校の使命，教育方針，各課程の学習･教育目標，準学士課

程における各学科・学系の教育目的，専攻科課程における各専攻の教育目的についても重点的に説明

がなされている（資料１－２－①－16）。 

準学士課程の学生に対しては，新入生ガイダンス（教務主事による学習についての話），第２学

年～第５学年における年度初めの H.R．（資料１－２－①－17）の中で，本校の使命，教育方針，準

学士課程の学習･教育目標，準学士課程における各学科・学系の教育目的が重点的に説明され，周知

徹底が図られている。 

また，専攻科課程の学生に対しては，新入生ガイダンス及び第２学年ガイダンス（資料１－２－

①－18）の中で，専攻科課程の学習･教育目標，専攻科課程における各専攻の教育目的が重点的に説
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明され，周知徹底が図られている。 

本校では，教員及び技術教育支援センター職員は，本校の使命，教育方針，各課程の学習･教育目

標，自らが所属する学科・学系の教育目的，自らが関連する専攻の教育目的について，事務職員は，

本校の使命，教育方針について，それぞれ良く認識していることが必要であると考えている。また，

準学士課程の学生は，本校の教育方針,本課程の学習･教育目標，学系及び自らが所属する学科の教育

目的について，専攻科課程の学生は，本校の教育方針,本課程の学習･教育目標，自らが所属する専攻

の教育目的について，それぞれ良く認識していることが必要であると考えている。 

教員及び技術教育支援センター職員のアンケートの結果を見ると，本校の使命，教育方針，各課

程の学習･教育目標，学科・学系，専攻の教育目的全てについて，良く理解していることが分かる

（資料１－２－①－19，資料１－２－①－20）。また，事務職員のアンケートの結果を見ると，本校

の使命，教育方針について，良く認識していることが分かる（資料１－２－①－21）。 

一方，学生アンケートでは，準学士課程の学生において，本課程の学習･教育目標，学系及び自ら

が所属する学科の教育目的をあまり認識していないとの回答率が比較的高い。この背景として，準学

士課程の学習･教育目標及び各学科・学系の教育目的を，達成項目として現在の形にまとめ明示した

のは，今年度になってからであり，さらなる周知徹底の取り組みが必要であると考えられる（資料１

－２－①－22）。専攻科課程の学生は，本校の教育方針，本課程の学習･教育目標，自らが所属する

専攻の教育目的について，それぞれ良く認識している（資料１－２－①－23）。 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－２－①－１ 

本 校 の 使 命 

 

木更津工業高等専門学校は、教育基本法（昭和 22年法律第 25号）の精神にのっとり、学校

教育法（昭和 22年法律第 26号）に基づいて、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力

を育成することを目的とする。また本校専攻科は、高等専門学校の基礎の上に、更に高度な

専門的知識と技術を教授し、創造性豊かな技術能力を育成することを目的とする。 

 

（出典 学校要覧１頁） 
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資料１－２－①－２ 

本 校 の 使 命 

 

木更津工業高等専門学校は、教育基本法（昭和 22年法律第 25号）の精神にのっとり、学校

教育法（昭和 22年法律第 26号）に基づいて、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力

を育成することを目的とする。また本校専攻科は、高等専門学校の基礎の上に、更に高度な

専門的知識と技術を教授し、創造性豊かな技術能力を育成することを目的とする。 

 

（出典 ウェブページhttp://www.kisarazu.ac.jp/gakko/shimei.html） 

 

資料１－２－①－３ 

本 校 の 使 命 

 

６－１ 学   則 

 

第1章 本校の目的 

(目的) 

第1条 木更津工業高等専門学校（以下「本校」という。）は、教育基本法（昭和22年法律第

25号）の精神にのっとり、学校教育法（昭和22年法律第 26号）に基づいて、深く専門の学

芸を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする。 

 

（中略） 

  第7章 専攻科 

(目的) 

第37条 専攻科は、高等専門学校の基礎の上に、更に高度な専門的知識と技術を教授し、創造

性豊かな技術能力を育成することを目的とする。 

 

（出典 学生便覧79頁，86頁） 
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資料１－２－①－４ 

教 育 方 針 

 

（１）人間形成 

いかにすぐれた知識･技能があっても、人間性に欠けるところがあれば、これを正しく

発揮することはできない。何にもまして人間形成は重要である。すぐれた人間としては、

幅広い教養を基本として、自らを考え、自主的に決断する判断力、自ら工夫し新しいもの

を造り出す創造力、自ら良しとしたことをいかなる障害にも屈せず行う実行力の三つの能

力を備えなければならない。 

本校は、これらの能力を養い発揮させることに努める。 

（２）専門の科学技術の修得 

21世紀を迎えた現在、科学技術の発展は想像を絶するものがある。本校の学生は将

来、指導的立場に立つ技術者として、この発展に対応し、さらにこの発展に寄与していか

なければならない。 

そのためには、最新の科学技術の成果を知るばかりでなく、これらの科学技術の基礎と

なる理論、原理を十分に理解しなければならない。 

本校は、機械、電気電子、電子制御、情報、環境都市のそれぞれの科学技術について、

最新の成果とその根本の原理を修得させるとともに、これらの境界領域にも自らすすんで

活躍しうる技術者の養成に努める。 

（３）心身の鍛練 

社会に貢献するためには、健康な身体と精神が必要である。 

本校は、学友会の部活動を奨励し、身体の鍛錬、豊かな情操の育成に努める。 

 

（出典 学校要覧１頁） 
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資料１－２－①－５ 

本 校 の 教 育 方 針 

 

（１）人間形成 

いかにすぐれた知識･技能があっても、人間性に欠けるところがあれば、これを正しく

発揮することはできない。何にもまして人間形成は重要である。すぐれた人間としては、

幅広い教養を基本として、自らを考え、自主的に決断する判断力、自ら工夫し新しいもの

を造り出す創造力、自ら良しとしたことをいかなる障害にも屈せずに行う実行力の三つの

能力を備えなければならない。 

本校は、これらの能力を養い発揮させることに努める。 

（２）専門の科学技術の修得 

21世紀を迎えた現在、科学技術の発展は想像を絶するものがある。本校の学生は将

来、指導的立場に立つ技術者として、この発展に対応し、さらにこの発展に寄与していか

なければならない。 

そのためには、最新の科学技術の成果を知るばかりでなく、これらの科学技術の基礎と

なる理論、原理を十分に理解しなければならない。 

本校は、機械、電気電子、電子制御、情報、環境都市のそれぞれの科学技術について、

最新の成果とその根本の原理を修得させるとともに、これらの境界領域にも自らすすんで

活躍しうる技術者の養成に努める。 

（３）心身の鍛練 

社会に貢献するためには、健康な身体と精神が必要である。 

本校は、学友会の部活動を奨励し、身体の鍛錬、豊かな情操の育成に努める。 

 

（出典 ウェブページhttp://www.kisarazu.ac.jp/gakko/shimei.html） 
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資料１－２－①－６ 

準学士課程の学習・教育目標 

 

準学士課程では、教養ある社会人としての技術者の育成として，自主自立の精神と国際的視

野を持ち， 

１) 基礎学力と工学に関する基礎的な知識 

２) 行動と実践に基づく柔軟な発想力と創造力 

３) 倫理的・美的価値への感受性 

を備え，他者と共同して社会に貢献できる問題発見・解決型の技術者をめざして，以下の４点の側面

から学習・教育目標を設定しています。 

 

１．人間形成  

健康な身体と精神を培い、社会に貢献するすぐれた人間として、幅広い教養をもとに、技術

者としての責任を自覚し、その使命を実行しうる技術者。 

(1) 豊かな人間性と健康な心身を培う。 

(2) 深く社会について理解し、広い視野が持てるよう、豊かな教養を身につける。 

(3) 技術が自然や社会に及ぼす影響・効果を理解し、技術者としての責任を自覚する。 

 

２．科学技術の修得 

自らの専門とする科学技術についてその基礎となる理論及び原理を十分に理解し、積極的に

活用しようとする技術者。 

(1) 数学および自然科学の基礎知識とそれらを用いた論理的思考能力を身につける。 

(2) 専攻する学科の専門分野の知識と能力を身につける。 

(3) 実験・実習を通して、ものづくりに必要な力を身につける。 

 

３．コミュニケーション能力 

高度情報化社会に対応し、自らの考えを状況に応じて的確に表現しうる技術者。 

(1) 日本語の記述能力を身につける。 

(2) 英語によるコミュニケーション基礎能力を身につける。 

(3) 情報技術を使いこなし、発表・討論ができる能力を身につける。 

  

４．創造力 

自ら工夫して新しいものを造り出す問題発見・解決型の技術者。 

(1) 一般特別研究や卒業研究などを通して，修得した知識や技術をもとに創造性を発揮し、

問題を発見し、解決する能力を身につける。 

 

（出典 学校要覧４頁） 
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資料１－２－①－７ 

準学士課程の学習・教育目標 

 

準学士課程では、教養ある社会人としての技術者の育成として，自主自立の精神と国際的視

野を持ち， 

１) 基礎学力と工学に関する基礎的な知識 

２) 行動と実践に基づく柔軟な発想力と創造力 

３) 倫理的・美的価値への感受性 

を備え，他者と共同して社会に貢献できる問題発見・解決型の技術者をめざして，以下の４点の側面

から学習・教育目標を設定しています。 

 

１．人間形成  

健康な身体と精神を培い、社会に貢献するすぐれた人間として、幅広い教養をもとに、技術

者としての責任を自覚し、その使命を実行しうる技術者。 

(1) 豊かな人間性と健康な心身を培う。 

(2) 深く社会について理解し、広い視野が持てるよう、豊かな教養を身につける。 

(3) 技術が自然や社会に及ぼす影響・効果を理解し、技術者としての責任を自覚する。 

 

２．科学技術の修得 

自らの専門とする科学技術についてその基礎となる理論及び原理を十分に理解し、積極的に

活用しようとする技術者。 

(1) 数学および自然科学の基礎知識とそれらを用いた論理的思考能力を身につける。 

(2) 専攻する学科の専門分野の知識と能力を身につける。 

(3) 実験・実習を通して、ものづくりに必要な力を身につける。 

 

３．コミュニケーション能力 

高度情報化社会に対応し、自らの考えを状況に応じて的確に表現しうる技術者。 

(1) 日本語の記述能力を身につける。 

(2) 英語によるコミュニケーション基礎能力を身につける。 

(3) 情報技術を使いこなし、発表・討論ができる能力を身につける。 

  

４．創造力 

自ら工夫して新しいものを造り出す問題発見・解決型の技術者。 

(1) 一般特別研究や卒業研究などを通して，修得した知識や技術をもとに創造性を発揮し、

問題を発見し、解決する能力を身につける。 

 

（出典 ウェブページhttp://www.kisarazu.ac.jp/gakko/jungakushi.html） 
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資料１－２－①－８ 

各学科・学系の教育目的 

 

 本校の準学士課程では，5年間の一貫教育を通して深く専門の学芸を教授し，職業に必要な

能力を育成することを目的として，機械工学科・電気電子工学科・電子制御工学科・情報工学

科・環境都市工学科の 5つの学科が設置されています。また，各学科共通の一般科目は，国

語，社会，保健・体育，外国語等を教授する人文学系と数学，物理，化学等を教授する基礎学

系に分かれています。以下に各学科および学系の教育目的を示します。 

 

機械工学科： 材料・材料力学分野，熱流体分野，生産システム分野，計測制御分野等の基礎

科目に加えて，実験･実習，設計･製図，コンピュータに関する教育を行い，ものづくりに必要

な創造的設計手法を理解し，システム開発に対応できる問題発見・解決型の技術者の育成をめ

ざす。 

電気電子工学科： 電子・情報通信・コンピュータ・材料・計測・制御・電気機器・エネルギ

ーなど，現代の高度化技術社会の基礎に係わる教育を行い、創造力が豊かで次世代の産業社会

を担うことができる問題発見・解決型の技術者の育成をめざす。 

電子制御工学科： 制御工学を中心として、電気工学、電子工学、機械工学、情報処理工学、

計算機工学などの広範囲な基礎科目に関する教育を行い、制御システムの開発に対応できる問

題発見・解決型の技術者の育成をめざす。 

情報工学科： 情報処理の基本技術である計算機ハードウェアとソフトウェア技術を中心に、

インタフェース技術・情報通信技術・制御技術などの関連分野の教育を行い、総合的な情報処

理システムの知識を備えた問題発見・解決型の技術者の育成をめざす。 

環境都市工学科： 構造力学、水理学、土質力学、情報処理等の基礎科目に加え，生態環境工

学、水環境学等の環境工学の教育を行い，自然環境の保全や安全で快適な都市の創成などの要

望に応えることのできる問題発見・解決型の技術者の育成をめざす。 

人文学系： 国語，社会，保健・体育，外国語等の教育を通じ，心身の鍛練と並行しつつ，日

本語および特に英語でのコミュニケーション能力を養成し，国際的視野を持たせ，倫理的・美

的価値への感受性を育むことにより，教養ある社会人としての基礎力の養成をめざす。 

基礎学系： 数学，物理学，化学等の自然科学系一般科目の基礎教育および専門基礎教育を通

じ，論理的思考能力と実験・観察の技術を身につけ，最新の科学技術の基礎となる理論と原理

が理解できるようになることをめざす。 

 

（出典 学校要覧５頁） 
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資料１－２－①－９ 

 

各学科の専門科目及び一般科目の達成項目 

 

機械工学科： 材料・材料力学分野、熱流体分野、生産システム分野、計測制御分野の基礎科

目に加えて、実験・実習、設計・製図、コンピュータに関する知識を修得し、ものづくりに必

要な創造的設計手法を理解し、システム開発に応用できること。 

 

電気電子工学科： 電子・情報通信・コンピュータ・材料・計測・制御・電気機器・エネルギ

ーなど，現代の高度化技術社会の基礎に係わる知識を修得し、創造力が豊かで次世代の産業社

会を担うことができる能力を身につけること。 

 

電子制御工学科： 制御工学を中心として、電気工学、電子工学、機械工学、情報処理工学、

計算機工学などの基礎工学に関する幅広い知識を修得し、制御システムに関する設計や問題解

決に対応できる能力を身につけること。 

 

情報工学科： 情報処理の基本技術である計算機ハードウェアとソフトウェア技術を中心に、

インタフェース技術・情報通信技術・制御技術などの関連分野に関する知識を修得し、総合的

な情報処理システムの知識を身につけること。 

 

環境都市工学科： 構造力学、水理学、土質力学、情報処理等の基礎科目に加え，生態環境工

学、水環境学等の環境工学に関する知識を修得し，自然環境の保全や安全で快適な都市の創成

などの要望に応える能力を身につけること。 

 

人文学系： 国語，社会，保健・体育，外国語等の修得を通じ，心身の鍛練と並行しつつ，日

本語および特に英語でのコミュニケーション能力を獲得し，国際的視野を持ち，倫理的・美的

価値への感受性を育むことにより，教養ある社会人としての基礎力を身につけること。 

 

基礎学系： 数学，物理学，化学等の自然科学系一般科目の基礎教育および専門基礎の知識の

修得を通じ，論理的思考能力と実験・観察の技術を身につけ，最新の科学技術の基礎となる理

論と原理が理解できるようになること。 

 

（出典 学生便覧） 
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資料１－２－①－10 

専攻科課程の学習・教育目標 

 

専攻科課程では、自らがよって立つ所の深い専門性に加え、学際的領域に関する素養と国際

化に対応できる能力を身につけた、質の高い実践的技術者の育成として自主自立の精神と国際

的視野を持ち， 

１) 複合領域の知識を結び付ける研究・開発能力 

２) 国際化や高度情報化に柔軟に対応できる基礎能力 

３) 技術者としての社会的責任と倫理の自覚 

を備え，他者と共同して社会に貢献できる開発研究型の技術者をめざして，以下の４点の側面

から学習・教育目標を設定しています。 

 

１．人間形成 

健康な身体と精神を培い、社会に貢献するすぐれた人間として、幅広い教養をもとに、技術

者としての責任を自覚し、その使命を実行しうる技術者。 

(1) 豊かな人間性と健康な心身を培う。 

(2) 技術が自然や社会に及ぼす影響・効果を理解し、技術者としての責任を自覚する。 

 

２．科学技術の修得と応用 

自らの専門とする科学技術についてその基礎となる理論および原理を十分に理解し、境界領

域にもすすんで活躍しうる技術者。 

(1) 数学および自然科学の基礎知識とそれらを用いた論理的思考能力を身につける。 

(2) 最も得意とする専門分野の知識と能力を身につける。 

(3) 異なる技術分野を理解し、得意とする専門分野の知識と複合する能力を身につける。 

(4) 実験・実習を通して実践的技術を身につける。 

 

３．コミュニケーション能力 

国際化および高度情報化社会に柔軟に対応し、自らの考えを状況に応じて的確に表現しうる

技術者。 

(1) 日本語の記述能力を身につける。 

(2) 情報技術を使いこなし、日本語による発表・討論ができる能力を身につける。 

(3) 国際的に通用するコミュニケーション基礎能力を身につける。 

 

４．創造力 

自ら工夫して新しいものを造り出す研究開発型の技術者。 

(1) 特別研究などを通して、修得した知識をもとに創造性を発揮し、自発的に問題を解決す

る能力を身につける。 

 

（出典 学校要覧18頁） 
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資料１－２－①－11 

専攻科課程の学習・教育目標 

 

専攻科課程では、自らがよって立つ所の深い専門性に加え、学際的領域に関する素養と国際

化に対応できる能力を身につけた、質の高い実践的技術者の育成として自主自立の精神と国際

的視野を持ち， 

１) 複合領域の知識を結び付ける研究・開発能力 

２) 国際化や高度情報化に柔軟に対応できる基礎能力 

３) 技術者としての社会的責任と倫理の自覚 

を備え，他者と共同して社会に貢献できる開発研究型の技術者をめざして，以下の４点の側面

から学習・教育目標を設定しています。 

 

１．人間形成 

健康な身体と精神を培い、社会に貢献するすぐれた人間として、幅広い教養をもとに、技術

者としての責任を自覚し、その使命を実行しうる技術者。 

(1) 豊かな人間性と健康な心身を培う。 

(2) 技術が自然や社会に及ぼす影響・効果を理解し、技術者としての責任を自覚する。 

 

２．科学技術の修得と応用 

自らの専門とする科学技術についてその基礎となる理論および原理を十分に理解し、境界領

域にもすすんで活躍しうる技術者。 

(1) 数学および自然科学の基礎知識とそれらを用いた論理的思考能力を身につける。 

(2) 最も得意とする専門分野の知識と能力を身につける。 

(3) 異なる技術分野を理解し、得意とする専門分野の知識と複合する能力を身につける。 

(4) 実験・実習を通して実践的技術を身につける。 

 

３．コミュニケーション能力 

国際化および高度情報化社会に柔軟に対応し、自らの考えを状況に応じて的確に表現しうる

技術者。 

(1) 日本語の記述能力を身につける。 

(2) 情報技術を使いこなし、日本語による発表・討論ができる能力を身につける。 

(3) 国際的に通用するコミュニケーション基礎能力を身につける。 

 

４．創造力 

自ら工夫して新しいものを造り出す研究開発型の技術者。 

(1) 特別研究などを通して、修得した知識をもとに創造性を発揮し、自発的に問題を解決す

る能力を身につける。 

 

（出典 ウェブページhttp://www.kisarazu.ac.jp/gakko/senkoka.html） 
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資料１－２－①－12 

 

各 専 攻 の 教 育 目 的 

 

機械・電子システム工学専攻： 機械工学と電気電子のそれぞれの分野に高い技術力と，両方

の専門分野を融合した柔軟性のある研究・技術開発能力を兼ね備えた先端技術に対応できる実

践的専門技術者の育成を目指す。 

制御・情報システム工学専攻： 情報処理技術を基礎として，意思決定技術，ソフトウェア技

術，通信技術，制御技術やメカトロニクス技術に関わる教育を行い，創造的，実践的な制御シ

ステムに対応できる実践的専門技術者の育成を目指す。  

環境建設工学専攻： 社会的に深刻となっている環境や都市などの高度で広域化した問題に柔

軟に対応できる思考力と創造力を併せ持つ技術者を育成するとともに，これらの問題に対応し

た研究開発ができる実践的専門技術者の育成を目指す。 

 

（出典 学校要覧19,20,21頁） 

資料１－２－①－13 

各専攻の専門科目の達成項目 

 

（1）機械・電子システム工学専攻 

機械工学と電気電子のそれぞれの分野に高い技術力と，両方の専門分野を融合した柔軟性の

ある能力を身につけ、先端技術に対応した研究開発ができること。 

 

（2）制御・情報システム工学専攻 

 情報処理技術を基礎として，意思決定技術，ソフトウェア技術，通信技術，制御技術やメカ

トロニクス技術に関する知識を修得し，創造的，実践的な制御システムの研究開発ができるこ

と。 

 

（3）環境建設工学専攻 

 社会的に深刻となっている環境や都市などの高度で広域化した問題に柔軟に対応できる思考

力と創造力を身につけ，これらの問題に対応した研究開発ができること。 

 

（出典 学生便覧） 
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資料１－２－①－14 

（出典 JABEE認定・認証評価推進委員会認証評価部門議事録No.06/04/03-5N-1B） 

教育目的の掲載状況 
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各課程の学習・教育目標および学科・学系，専攻科ごとの目的について 

資料１－２－①－15（１／３） 
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資料１－２－①－15（２／３） 
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資料１－２－①－15（３／３） 

（出典 平成17年度教官会議資料） 
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資料１－２－①－16（１／４） 

本校の教育方針について 

 

(1) 本校の使命 
本校は、教育基本法（昭和 22年法律第 25号）の精神にのっとり、学校教育法（昭和 22年

法律第 26号）に基づいて、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成することを

目的とする。また本校専攻科は、高等専門学校の基礎の上に、更に高度な専門的知識と技

術を教授し、創造性豊かな技術能力を育成することを目的とする。 

 

(2) 本校の教育方針 
人間形成 

いかにすぐれた知識･技能があっても、人間性に欠けるところがあれば、これを正しく発

揮することはできない。何にもまして人間形成は重要である。すぐれた人間としては、幅

広い教養を基本として、自らを考え、自主的に決断する判断力、自ら工夫し新しいものを

造り出す創造力、自ら良しとしたことをいかなる障害にも屈せずに行う実行力の三つの能

力を備えなければならない。本校は、これらの能力を養い発揮させることに努める。 

専門の科学技術の修得 

21世紀を迎えた現在、科学技術の発展は想像を絶するものがある。本校の学生は将来、指導

的立場に立つ技術者として、この発展に対応し、さらにこの発展に寄与していかなければな

らない。そのためには、最新の科学技術の成果を知るばかりでなく、これらの科学技術の基

礎となる理論、原理を十分に理解しなければならない。本校は、機械、電気電子、電子制

御、情報、環境都市のそれぞれの科学技術について、最新の成果とその根本の原理を修得さ

せるとともに、これらの境界領域にも自らすすんで活躍しうる技術者の養成に努める。 

心身の鍛練 

社会に貢献するためには、健康な身体と精神が必要である。本校は、学友会の部活動を

奨励し、身体の鍛錬、豊かな情操の育成に努める。 

 

(3) 準学士課程の学習・教育目標 
準学士課程では、教養ある社会人としての技術者の育成として，自主自立の精神と国際的

視野を持ち， 

１) 基礎学力と工学に関する基礎的な知識 

２) 行動と実践に基づく柔軟な発想力と創造力 

３) 倫理的・美的価値への感受性 

を備え，他者と共同して社会に貢献できる問題発見・解決型の技術者をめざして，以下の４点の側

面から学習・教育目標を設定しています。 
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資料１－２－①－16（２／４） 

人間形成  

健康な身体と精神を培い、社会に貢献するすぐれた人間として、幅広い教養をもとに、技

術  者としての責任を自覚し、その使命を実行しうる技術者。 

(ⅰ) 豊かな人間性と健康な心身を培う。 

(ⅱ) 深く社会について理解し、広い視野が持てるよう、豊かな教養を身につける。 

(ⅲ) 技術が自然や社会に及ぼす影響・効果を理解し、技術者としての責任を自覚する。 

 

科学技術の修得 

自らの専門とする科学技術についてその基礎となる理論及び原理を十分に理解し、積極的

に活用しようとする技術者。 

(ⅰ) 数学および自然科学の基礎知識とそれらを用いた論理的思考能力を身につける。 

(ⅱ) 専攻する学科の専門分野の知識と能力を身につける。 

(ⅲ) 実験・実習を通して、ものづくりに必要な力を身につける。 

 

コミュニケーション能力 

高度情報化社会に対応し、自らの考えを状況に応じて的確に表現しうる技術者。 

(ⅰ) 日本語の記述能力を身につける。 

(ⅱ) 英語によるコミュニケーション基礎能力を身につける。 

(ⅲ) 情報技術を使いこなし、発表・討論ができる能力を身につける。 

  

創造力 

自ら工夫して新しいものを造り出す問題発見・解決型の技術者。 

(ⅰ) 一般特別研究や卒業研究などを通して，修得した知識や技術をもとに創造性を発揮

し、問題を発見し、解決する能力を身につける。 

 

(4) 各学科・学系の教育目的 

機械工学科： 材料・材料力学分野，熱流体分野，生産システム分野，計測制御分野等の

基礎科目に加えて，実験･実習，設計･製図，コンピュータに関する教育を行い，ものづく

りに必要な創造的設計手法を理解し，システム開発に対応できる問題発見・解決型の技術

者の育成をめざす。 

電気電子工学科： 電子・情報通信・コンピュータ・材料・計測・制御・電気機器・エネ

ルギーなど，現代の高度化技術社会の基礎に係わる教育を行い、創造力が豊かで次世代の

産業社会を担うことができる問題発見・解決型の技術者の育成をめざす。 

  電子制御工学科： 制御工学を中心として、電気工学、電子工学、機械工学、情報処理工

学、計算機工学などの広範囲な基礎科目に関する教育を行い、制御システムの開発に対応

できる問題発見・解決型の技術者の育成をめざす。 
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資料１－２－①－16（３／４） 

  情報工学科： 情報処理の基本技術である計算機ハードウェアとソフトウェア技術を中心

に、インタフェース技術・情報通信技術・制御技術などの関連分野の教育を行い、総合的

な情報処理システムの知識を備えた問題発見・解決型の技術者の育成をめざす。 

環境都市工学科： 構造力学、水理学、土質力学、情報処理等の基礎科目に加え，生態環

境工学、水環境学等の環境工学の教育を行い，自然環境の保全や安全で快適な都市の創成

などの要望に応えることのできる問題発見・解決型の技術者の育成をめざす。 

人文学系： 国語，社会，保健・体育，外国語等の教育を通じ，心身の鍛練と並行しつつ，

日本語および特に英語でのコミュニケーション能力を養成し，国際的視野を持たせ，倫理的

・美的価値への感受性を育むことにより，教養ある社会人としての基礎力の養成をめざす。 

基礎学系： 数学，物理学，化学等の自然科学系一般科目の基礎教育および専門基礎教育

を通じ，論理的思考能力と実験・観察の技術を身につけ，最新の科学技術の基礎となる理

論と原理が理解できるようになることをめざす。 

 

(5) 専攻科課程の学習・教育目標 

専攻科課程では、自らがよって立つ所の深い専門性に加え、学際的領域に関する素養と国

際化に対応できる能力を身につけた、質の高い実践的技術者の育成として自主自立の精神

と国際的視野を持ち， 

１) 複合領域の知識を結び付ける研究・開発能力 

２) 国際化や高度情報化に柔軟に対応できる基礎能力 

３) 技術者としての社会的責任と倫理の自覚 

を備え，他者と共同して社会に貢献できる開発研究型の技術者をめざして，以下の４点の

側面から学習・教育目標を設定しています。 

 

人間形成 

健康な身体と精神を培い、社会に貢献するすぐれた人間として、幅広い教養をもとに、

技術者としての責任を自覚し、その使命を実行しうる技術者。 

(ⅰ) 豊かな人間性と健康な心身を培う。 

(ⅱ) 技術が自然や社会に及ぼす影響・効果を理解し、技術者としての責任を自覚する。 

 

科学技術の修得と応用 

自らの専門とする科学技術についてその基礎となる理論および原理を十分に理解し、境

界領域にもすすんで活躍しうる技術者。 

(ⅰ) 数学および自然科学の基礎知識とそれらを用いた論理的思考能力を身につける。 

(ⅱ) 最も得意とする専門分野の知識と能力を身につける。 

(ⅲ) 異なる技術分野を理解し、得意とする専門分野の知識と複合する能力を身につける。 

(ⅳ) 実験・実習を通して実践的技術を身につける。 
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資料１－２－①－16（４／４） 

  コミュニケーション能力 

国際化および高度情報化社会に柔軟に対応し、自らの考えを状況に応じて的確に表現しう

る技術者。 

(ⅰ) 日本語の記述能力を身につける。 

(ⅱ) 情報技術を使いこなし、日本語による発表・討論ができる能力を身につける。 

(ⅲ) 国際的に通用するコミュニケーション基礎能力を身につける。 

 

創造力 

自ら工夫して新しいものを造り出す研究開発型の技術者。 

(ⅰ) 特別研究などを通して、修得した知識をもとに創造性を発揮し、自発的に問題を

解決する能力を身につける。 

 

(6) 各専攻の教育目的 

機械・電子システム工学専攻： 機械工学と電気電子のそれぞれの分野に高い技術力と，

両方の専門分野を融合した柔軟性のある研究・技術開発能力を兼ね備えた先端技術に対応

できる実践的専門技術者の育成を目指す。 

制御・情報システム工学専攻： 情報処理技術を基礎として，意思決定技術，ソフトウェ

ア技術，通信技術，制御技術やメカトロニクス技術に関わる教育を行い，創造的，実践的

な制御システムに対応できる実践的専門技術者の育成を目指す。  

環境建設工学専攻： 社会的に深刻となっている環境や都市などの高度で広域化した問題

に柔軟に対応できる思考力と創造力を併せ持つ技術者を育成するとともに，これらの問題

に対応した研究開発ができる実践的専門技術者の育成を目指す。 

 

（出典 技術教育支援センター会議資料及び初任者研修資料） 
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資料１－２－①－17 

（出典 教務資料） 

平成18年度入学式等日程表（準学士課程） 
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資料１－２－①－18 

（出典 教務資料） 

平成18年度入学式等日程表（専攻科課程） 
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本校の使命について，理解していますか．
(教員)

41%

41%

15%
3%

十分理解している

ほぼ理解している

少し理解している

ほとんど理解していない

本校の教育方針について，理解していますか．
(教員)

55%37%

8% 0%
十分理解している

ほぼ理解している

少し理解している

ほとんど理解していない

準学士課程の学習･教育目標について，理解して
いますか．(教員)

35%

54%

11% 0%
十分理解している

ほぼ理解している

少し理解している

ほとんど理解していない

自らが所属している学科または学系の教育目的
について，理解していますか．(教員)

59%

34%

7% 0%
十分理解している

ほぼ理解している

少し理解している

ほとんど理解していない

専攻科課程の学習･教育目標について，理解して
いますか．(教員)

32%

54%

14% 0%
十分理解している

ほぼ理解している

少し理解している

ほとんど理解していない

自らが関連する（専攻科の）専攻の教育目的につ
いて，理解していますか．(教員)

42%

44%

10%
4%

十分理解している

ほぼ理解している

少し理解している

ほとんど理解していない

資料１－２－①－19 

（出典 ウェブページ（認証評価のページ） 

教育目的の周知度に関するアンケート結果（対象：教員） 
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本校の使命を知っていますか。
（技術職員）

84%

16%

0%

0%
よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

本校の教育方針を知っていますか。
（技術職員）

89%

11%

0%

0%
よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

準学士課程の学習･教育目標を知っていますか．
（技術職員）

89%

11%

0%

0%
よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

主として支援している学科または学系の教育目
的を知っていますか．（技術職員）

89%

11%
0%

0%
よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

専攻科課程の学習･教育目標を知っていますか．
（技術職員）

74%

26%

0%

0%
よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

主として支援している（専攻科の）専攻の教育目
的を知っていますか．（技術職員）

79%

21%

0%

0%
よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

資料１－２－①－20 

（出典 ウェブページ（認証評価のページ） 

教育目的の周知度に関するアンケート結果（対象：技術職員） 

本校の使命を知っていますか。(事務職員)

24%

64%

6% 6%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

本校の教育方針を知っていますか。（事務職員）

24%

64%

6% 6%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

資料 基準１－２－①－21 

（出典 ウェブページ（認証評価のページ） 

教育目的の周知度に関するアンケート結果（対象：事務職員） 



木更津工業高等専門学校 基準１ 

- 40 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の教育方針を知っていますか．（第1学年）

8%

66%

25%

1%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

本校の教育方針を知っていますか．（第2学年）

6%

46%39%

9%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

本校の教育方針を知っていますか．（第3学年）

7%

36%

38%

19%
よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

本校の教育方針を知っていますか．（第4学年）

15%

47%

29%

9%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

本校の教育方針を知っていますか．（第5学年）

12%

42%

37%

9%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

準学士課程の学習・教育目標を知っていますか．
（第2学年）

5%

36%

45%

14%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

準学士課程の学習・教育目標を知っていますか．
（第3学年）

6%

26%

45%

23% よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

準学士課程の学習・教育目標を知っていますか．
（第4学年）

16%

34%36%

14%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

準学士課程の学習・教育目標を知っていますか．
（第5学年）

8%

35%

40%

17%
よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

資料１－２－①－22（１／３） 

教育目的の周知度に関するアンケート結果（対象：準学士課程学生） 
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自分が所属する学科の専門科目の達成項目を
知っていますか．（第2学年）

7%

40%

42%

11%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

自分が所属する学科の専門科目の達成項目を
知っていますか．（第3学年）

6%

35%

40%

19%
よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

自分が所属する学科の専門科目の達成項目を
知っていますか．（第4学年）

15%

37%32%

16%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

自分が所属する学科の専門科目の達成項目を
知っていますか．（第5学年）

12%

36%
37%

15%
よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

一般科目（人文学系）の達成項目を知って
いますか．（第2学年）

5%

32%

49%

14%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

一般科目（人文学系）の達成項目を知っています
か．（第3学年）

7%

34%

39%

20%
よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

一般科目（人文学系）の達成項目を知っています
か．（第4学年）

13%

34%

35%

18%
よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

一般科目（人文学系）の達成項目を知っています
か．（第5学年）

7%

29%

46%

18%
よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

一般科目（基礎学系）の達成項目を知っています
か．（第2学年）

7%

37%

44%

12%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

一般科目（基礎学系）の達成項目を知っています
か．（第3学年）

8%

33%

39%

20%
よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

資料１－２－①－22（２／３） 
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一般科目（基礎学系）の達成項目を知っています
か．（第4学年）

13%

35%
36%

16%
よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

一般科目（基礎学系）の達成項目を知っています
か．（第5学年）

7%

31%

44%

18%
よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

資料１－２－①－22（３／３） 

（出典 ウェブページ（認証評価のページ）） 

本校の教育方針を知っていますか．（専攻科生）

22%

68%

10% 0%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

専攻科課程の学習・教育目標を知っていますか．
(専攻科生)

29%

64%

7%
0%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

所属する専攻の専門科目の達成項目を知ってい
ますか．（専攻科生）

29%

47%

24%
0%

よく知っている

だいたい知っている

あまり知らない

全く知らない

資料１－２－①－23 

（出典 ウェブページ（認証評価のページ）） 

教育目的の周知度に関するアンケート結果（対象：専攻科課程学生） 
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（分析結果とその根拠理由） 

全教職員及び全学生に対して，冊子（学生便覧,学校要覧）の配付及びウェブページへの掲載によ

って，目的の周知を図っており,教職員及び学生アンケートの結果から，準学士課程における学生へ

の周知状況に，改善の余地を残し充分ではないが，おおむね理解されているものと判断される。 

以上のことから，本校では，目的が，学校の構成員に周知されている。 

 

観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校の使命，教育方針，各課程の学習･教育目標，準学士課程における各学科・学系の教育目的，

専攻科課程における各専攻の教育目的は，全てウェブページに掲載することによって，社会に対して

公表している。主として中学生を対象とした進学志望の手引にも，準学士課程における各学科・学系

の教育目的（資料１－２－②－１），専攻科課程における各専攻の教育目的（資料１－２－②－２）

を記載し，学校説明会，一日体験入学，公開講座，テレワークセミナー，オープンセミナーで全参加

者に対して配布している（資料１－２－②－３）ほか，県内の中学校を中心として，学校の説明を訪

問して行っており，進学志望の手引を配布するとともに，学校の目的の説明を行っている（資料１－

２－②－４）。 

また，求人のための面談に来校された企業の担当者，進学先の大学等に対しては，本校の使命，

教育方針，各課程の学習･教育目標，準学士課程における各学科・学系の教育目的，専攻科課程にお

ける各専攻の教育目的を記載した学校要覧を配布している（資料１－２－②－５，資料１－２－②－

６）。さらに，年２回開催されるテクノフォーラムにおいては，施設見学等を通して本校の教育目的

についての理解を深めていただいている（第1回から第4回のテクノフォーラム参加者名簿は現地閲

覧資料１として示す）。 
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資料１－２－②－１ 

各学科・学系の教育目的 

機械工学科： 機械工学科 5 年間の課程を卒業する人の達成目標は“材料・材料力学分野、熱  

流体分野、生産システム分野、計測制御分野の基礎科目に加えて、実験・実習、設計・製図、

コンピュータに関する知識を修得し、ものづくりに必要な創造的設計手法を理解し、システム

開発に応用できること”です。 

電気電子工学科： 電気電子工学科では、エレクトロニクス、コンピュータ、コミュニケーシ

ョン（通信）、エネルギーなど、幅広い分野の専門的な技術と知識を身につけ、次世代の産業

社会を担えるような優れた技術者・・・創造力が豊で、自由な発想に富み、誠実な態度でもの

事に取り組める人・・・を育てることを目標にしています。 

電子制御工学科： 制御技術は、電気・電子工学、機械工学、情報処理工学を基礎とした広範

囲な技術の融合によって支えられています。電子制御工学科では、このような広い技術に対応

できる、次世代の技術者の育成を教育の目標としています。 

情報工学科： 現在社会のあらゆる分野でコンピュータが利用されています。科学技術だけ  

でなく、医療、商業、流通、サービスなど、コンピュータなしには社会が機能しなくなってい

ます。さらに、画像音声も扱うマルチメディア情報システムが一層発展し、より豊かな情報化

社会が約束されています。このような情報化社会の実現には多くの情報処理技術者が必要とさ

れ、情報工学科はこの社会的要望に応えて、高度な情報処理技術をもつ技術者の育成を目標と

しています。 

環境都市工学科： 環境都市工学科は、構造力学、水理学、土質力学、情報処理等の基礎科目

に加え、生態環境工学、水環境学等の環境工学に関する知識を修得し、自然環境の保全や安全

で快適な都市の創成などの要望に応える能力を身につけることを目標としています。 

人文学系： 人文学系では、国語、社会、外国語等の学習を通じて、心身の鍛練、コミュ   

ニケーション能力の向上をはかります。 

基礎学系： 基礎学系では、数学、物理、科学等の学習を通じて、理論的思考、実験技術   

を身に付けさせ、国際的に通用する技術者に必要な基礎力を付けさせます。理数系科目は、普

通科の高校に比べ授業時間数も多く、３年生までに多く配置されていますが、それは低学年の

うちに十分な基礎力を養い、高学年での専門領域の授業に備えるためです。 

 

（出典 進学志望の手引5頁，７頁，９頁，11頁，13頁，15頁） 
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資料１－２－②－２ 

各専攻の教育目的 

 

木更津高専には、５年間の高専学科の上級コースとして、２年間の専攻科があります。高専

の一貫教育という特徴を生かしながら、地域・産業界との密接な協力・連携のもとで、より高

度な教育・研究指導を行い、研究開発能力、創造能力を兼ね備えた新しい型の実践的専門技術

者の養成をしています。 

 

機械・電子システム工学専攻： 機械工学と電気電子のそれぞれの分野に高い技術力と，両方

の専門分野を融合した柔軟性のある研究・技術開発能力を兼ね備えた先端技術に対応できる実

践的専門技術者の育成をめざしています。 

制御・情報システム工学専攻： 情報処理技術を基礎として，意思決定技術，ソフトウェア技

術，通信技術，制御技術やメカトロニクス技術に関わる教育を行い，創造的，実践的な制御シ

ステムに対応できる実践的専門技術者の育成をめざしています。 

環境建設工学専攻： 社会的に深刻となっている環境や都市などの高度で広域化した問題に柔

軟に対応できる思考力と創造力を併せ持つ技術者を育成するとともに，これらの問題に対応し

た研究開発ができる実践的専門技術者の育成をめざしています。 

 

（出典 進学志望の手引17頁，18頁） 
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資料１－２－②－３（１／２） 

一日体験入学及び公開講座実施状況 

学校説明会（本校会場） 
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資料１－２－②－３（２／２） 

（出典 庶務及び教務資料） 
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資料１－２－②－４（１／５） 

中学校等訪問先一覧 
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資料１－２－②－４（２／５） 
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資料１－２－②－４（３／５） 
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資料１－２－②－４（４／５） 
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資料１－２－②－４（５／５） 

（出典 教務資料） 
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資料１－２－②－５（１／２） 

 

求人面談企業一覧 
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資料１－２－②－５（２／２） 

（出典 平成17年度第５学年担任会資料） 
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資料１－２－②－６ 

 

    学校要覧の学外配布状況 
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（分析結果とその根拠理由） 

ウェブページに，本校の使命，教育方針，各課程の学習･教育目標，準学士課程における各学科・

学系の教育目的，専攻科課程における各専攻の教育目的を全て掲載している。また，中学生向けの進

学志望の手引においても，準学士課程における各学科・学系の教育目的，専攻科課程における各専攻

の教育目的が記載され，学校説明会，一日体験入学，公開講座時等に積極的に説明している。また，

本校近隣及び就職先等の関係企業，進学先の大学等に対して，学校要覧を配布している。 

以上のことから，本校の目的が，社会に対して広く公表されている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

（優れた点）  

・ 本校は，高等専門学校としての目的が，学校の使命，教育方針，学習・教育目標，各学科・学系

及び各専攻の教育目的という形で，分かりやすく定められており，教職員の目的に対する理解度

がきわめて高い。 

・ 本校の目的は，創設当時に制定された教育方針から，伝統的に培われてきた実学教育を，具体的

に学習･教育目標という形で展開しており，学校教育法の目的に十分沿って策定されている｡ 

・ 本校は，本校の内容を，社会一般の方々に広く理解してもらうために，ウェブページを充実させ，

学校説明会，一日体験入学，公開講座，テクノフォーラム等を積極的に開催し，多くの参加者を

集めている。 

 

（改善を要する点）  

・ 特になし。 
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（３）基準１の自己評価の概要 

 

本校では，創設時に学校の使命，2001年４月に専攻科の使命を定め，それが現在に至るまで貫か

れている。これらの使命を具体化するための教育方針は，本校における建学の精神として，創設当時

より明文化されている。更に，この教育方針を土台にして，準学士課程及び専攻科課程の学習･教育

目標が展開され，各学科・学系及び各専攻の教育目的をより具体的に定めることにより，学生が本校

において学修する際の具体的な指針を示していることから，学校の目的は明確に定められている。 

 本校の使命は，高等専門学校の設置の趣旨及び学校教育法における高等専門学校の目的を踏ま

えて定められたものであり，本校の教育方針，準学士課程及び専攻科課程の学習・教育目標，各学科

・学系及び各専攻の教育目的は，学校教育法に定める高等専門学校の目的との関連を明確に意識して

策定されていることから，本校の目的は，学校教育法の規定からはずれるものではない。 

教育目的の周知方法としては，ウェブサイトを積極的に活用するとともに，教職員に対しては，

学校要覧，教官会議・技術教育支援センター会議等の会議資料及び初任者研修資料等により周知し，

学生に対しては，学生便覧及び各学年開始時期のガイダンス等により周知を図っている｡結果として，

事務職員は，本校の使命，教育方針について，十分に認識している。更に，教員及び技術教育支援セ

ンター職員は，各課程の学習･教育目標，学科・学系の教育目的，各専攻の教育目的について，十分

に理解している。学生に対しては，学修を行う上で特に重要である，本校の教育方針，自らが所属す

る課程の学習･教育目標，学系及び自らが所属する学科又は専攻の教育目的を中心に理解を促してお

り，準学士課程において認識度の向上を図るために，全教室にパネル掲示する等の更なる工夫の余地

があるものの，学校全体としては，目的が構成員に対し概ね良く周知されている。 

また，本校の目的は，ウェブページや刊行物への掲載，学校説明会，一日体験入学や県内を中心

とする中学校への訪問時の説明及び学校要覧の学外配布等によって，社会に対して広く公表されてい

る。特に，公開講座，テクノフォーラム等を積極的に開催し，多くの参加者を集めている。 


